
答申添付資料６

ヒアリング要旨 令和5年2月27日実施

条例、規則の公布手続きの不備に関する大槌町職員の不祥事に係る第三者委員会

対象者 質問のポイント 委員からの質問 回　答

令和元年度までの所属は、総務課ですか。 総務課総務班です。

総務課総務班の法規担当ですか。 はい。

令和元年度以前から法規担当をされていたんですか。 平成27年度に総務課に異動になってきてから５年間担当をしていました。

法規担当の具体的な業務は何ですか。 日常的には、各所属で起案・立案する例規の審査。町でも条例等の新規制

定や一部改正を行うに当たっては様式等または一部のルールを定めているの

で、そのチェックと、業務を行う上で法的な疑義が生じた場合に相談等に応じる

のが主な業務です。ただ、基本的には窓口となることが多く、例規等ではその事

業者にアドバイスをもらったり、法的な疑義については弁護士の先生に内容、根

拠等を各課からもらって、それを整理した上でつなぐという窓口的な業務が多

かったと思います。

条例、規則の公布に関する担当は法規担当でよろしいですか。 はい。

条例や規則の公布に関して具体的な手続の流れを教えてください。 条例、規則については起案、決裁を得ますが、条例については議会の議決後、

議決がなった旨を町長まで供覧、決裁して期限内に公布を行う旨を公布分の

作成と一緒に起案を作成し、決裁後に公布を行っていました。また、規則につ

いては各例規立案担当課の決裁を起案してもらい、それを合議で私がチェック

を行い、その後、町長の決裁が完了した後、公布文等を役場の前にある公告

掲示板に公布するという流れで公布を行っていました。

町長から署名をもらったり公告板に実際に掲示をするのは法規担当の役目と

理解してよろしいですか。

はい。

条例であれ規則であれ規程であれ要綱であれ、掲示をすべきものは法規担当

が掲示をしているし、必要な文書の起案や町長の署名を取りに行ったりするの

も基本的には法規担当の役目ということですね。

起案と立案をするのは各課で、最後に町長印を押してもらって、それを掲示する

のは法規担当が行っていました。

法規担当の仕事に関して、班長や課長はどのように関与しているのですか。 実際の業務の中では、特に関与はしていなかったと認識しています。

法規担当は基本的に一人ですか。 私の担当の前も基本的に二人で例規の立案を見ることはあったようですが、基

本的には一人で行っていると認識しています。

Aさんが担当されていた令和元年当時は、法規担当は１名でしたか。 はい。

条例や規則が正式な形で進んでいて、署名、掲示もされているかどうかのチェッ

クを班長や課長はしないのですか。

もちろん各課で行う分にはチェックしていただいていましたし、私も業務の進捗の

流れは確認、打合せ等を行っていたつもりです。ただ、公布ということについては

基本的にただ貼るという作業でしたので、改めて課長や班長に確認というのはな

かった。唯一あるとすれば、公告掲示板の鍵を取る際に課長に「今から公布して

きます」というのを一声かけて鍵を取ったりとかというのはあったので、そういうものの

認識はあればあったのかなとは思っています。ただ、特別の関与というのはなかっ

たと思います。

交付手続の確認
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確かに貼るだけとはいっても、条例とか規則になってくるとそれなりに重みのあるも

のだと思いますので、法規担当がきちんとそういう手続を履践しているかどうかを

チェックしているのかと思っていたが、実際には班長や課長が、チェック表のような

もので何かチェックをしていることは特になかったということですね。

チェック表とかそういうシステム的な部分はなかったです。

条例、規則が議決された場合、法規担当としてどのように処理することになりま

すか。

議会から議決になりましたと議長名で町長名にいただき、それを受けて供覧だっ

たり決裁を回して、公布手続を日程に遅れないように意識しながら行っていまし

た。

期限があるということに関して、班長や課長からこの日までに起案を上げてくれと

いうころもなかったのですか。

ないというよりは、議会事務局といつ届くかを調整、確認しながら、来たらすぐ対

応できるように準備をしていたので、課長たちから確認を受ける前に全部対応し

ていたつもりです。来た当日に処理したり、遅くても翌日、２日ぐらいには対応、

処理していました。

公布の掲示手続の際に、掲示板に貼りつけるまでの作業は１人でやっているん

ですか。それとも誰かに見せたりすることはあるんですか。

掲示については、完全に１人で行っていました。

課長の隣に掲示板の鍵があるということでしたが、それは課長が見ていたというこ

とではないのですか。

在席しているときは見ていたと思いますし、その際は掲示しますと言って鍵を取

り、そのまま自分１人で貼っていました。

公布をします、掲示をしますということは一応挨拶のように話したということです

ね。

在席時はそうです。

たまたまいればということですね。 そうです。

そうすると、Ａさんがやっているという認識は課長にはあったということですか。 あったと思っています。

掲示板の鍵というのは課長が管理しているのですか。 公印とかと同じ場所に保管していましたので、そうですね。

課長がいないときはどうしているのですか。 いないときは実際のところ普通に出して、私は掲示していました。

では管理者は一応課長だが、ほかの人も総務課内であれば開けたりできる状

態だったということですか。

そうです。

条例に関しては議会から議決したというものが来るわけですよね。 はい。

そこからこれは町長の署名が必要だとなるわけですよね。 そうです。

町長室に１人で乗り込んで「町長、議決されたので、署名してください」という言

い方をするんですか。あるいは誰かと一緒に行くんですか。

行くのは１人です。

１人で町長室に、「条例の公布の署名をお願いしに来ました」みたいな感じで

説明するわけですね。

その前に起案をして、条例を公布しますということで決裁を得てからです。

公布してよろしいかという起案があるんですね。 そうです。議会の議決を得ましたので、公布してよろしいかということで起案して、

それを町長が押印した後に、私が全部印刷して、公布文を持っていって町長に

署名してもらいます。

公布してよろしいかというのは、起案者はＡさんで、決裁者は誰ですか。 決裁者は町長です。

Ａさん、班長、課長、副町長、町長という人が判こを押す感じですか。 そうです。

副町長もいらっしゃるんですよね。 副町長もそうです。

では５人ぐらいが公布してよろしいかという起案に目を通しているわけですね。 「公布してよろしいか」という文言そのものだったかは私も忘れていますが。

公布ということを伺っているという起案ですよね。 そうです。公布をするということで、実際に公布するひな形も作って、そちらも一

緒に回しています。

交付手続の確認
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担当課が起案するか総務課の法規担当が起案するかは別にして、最終的に

町長が決裁するわけでしょうし、それから、町長以外の方々も決裁印を押すん

ですよね。

担当課だったり総務課だったり、そうですね。

そうすると、そういえば最近条例、規則に関する決裁が全然来ないなとなるん

じゃないかという気がするのですが、同じ思いですか。

そうです。

規則も公布してよろしいかという起案で進むんですか。 それは条例だけで、規則以下だと公布してよろしいかは起案していません。

規則の場合は、規則で町長が決裁しますよね。 そうです。

署名まではどのようにやるんですか。 例規立案担当課が町長決裁までの文書を作ってもらい、決裁が終わったら完

了したということで私が公布文を作って町長にお見せして、署名してもらっていま

した。

公布してよろしいかという意思決定の起案はなしに規則の決裁を確認して、町

長が決裁しました、署名ですという感じで単独でＡさんがそれをやるわけですか。

そうですね。例規を制定してよろしいか、一部改正してよろしいかで決裁が下り

たらということです。

条例、規則以外の規程のようなものがありますね、告示するようなものとか。これ

は町長の関係は何かなかったんですか。手続を簡単に言ってください。

規則と全く同様な形です。告示文書も各立案担当課に起案してもらい、それを

町長が決裁、制定してよろしいか、改正してよろしいかの決裁をもらった上で告

示します。

改正してよろしいかで町長が判こを押しますよね。 そうです。

それは町長の署名は必要ありますか。 そちらは公印のみで署名は不要にしています。

自分が町長の名前の印鑑を押したらそれで決裁になって、公布は町長とは全く

関係ないところで事務的に町長の名前と、あと四角い公印を押して、それを掲

示するということですね。

そうです。決裁が終わった段階で私が告示番号、訓令番号、の番号を作ってい

ましたので、番号を付与して、それを各担当課に伝えて、それを入れた書類をも

らって私が告示、掲示していました。

手続の流れの確認ですが、条例は議会の議決があって、法規担当が公布して

いいですかと起案して、町長の決裁をもらって公布、掲示。規則は立案担当者

が起案して、町長の決裁を得て法規担当のところに来て公布、掲示ですね。

そうです。

要綱とかについては、この規則と同じですね。 そうです。

規則と要綱は同じ手続を踏んでいくのに要綱告示は適切にできていて、規則が

できていないという違いが出たというか、手続が取られなかったのには何かこの２

つで違いはあるんですか。

署名か公印を押すという行為で認識がずれてしまったのかなというところです。

最初に法規担当になったときに、条例や規則の公布に関する手続に関して指

導や、前任からの引継ぎはあったんですか。

ありました。条例や規則、また、要綱、告示文書等は告示をしなければならない

という話は聞いていましたし、町で例規立案のフローを作成していて、決裁後は

公布しなければならないという記載もしていましたので、認識はありました。

公布手続の職務はどのようにして身につけていったのですか。 議会で議決になった後、自分で繰り返して習得していきました。

法規担当者のマニュアルみたいなものがあって引継ぎを受けたりするものなのか、

全く何もないところから、後は任せたから関係例規を調べて身につけていきなさい

というものなのか。

例規立案のフローというマニュアルはありました。各課に起案を決裁してもらって、

それを総務課が公布、告示するという一連の流れの書類はありましたし、庁内

共有システム等で周知して、各課職員に認識は持ってもらっていたと思います。

平成27年度からの担当ということですが、それより前に法規担当になったことが

ありましたか。

ありません。採用が25年２月で、最初は税務課に２年２か月ほどいて、それか

ら総務に異動になりました。

平成25年２月というのは、学校を卒業してすぐ就職ということですか。 民間に一度というところです。

交付手続の確認
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採用後にこういう条例や規則の公布に関する手続についてマニュアルだけではな

く、研修とか、あるいは地方自治法に関する研修が実施されたことはありました

か。

新人職員の研修で、地方自治法の基本的な部分についてはあったと思います

が、特段公布手続に触れたものはなかったと記憶しています。

公布手続にピンポイントで焦点を当てたような研修ではないということですね。 特に研修の中で公布手続に触れたりとかではありません。

地方自治法において条例は公布が必要だとか、公布というのはこの掲示板に

貼るんだということというのは町の職員であれば皆さん知っているような常識に属

するものなのか、ある程度こういう法規担当までやらないと知らないことなのかとい

うと、どちらでしょうか。

職員も把握していると思っていました。それは国に出す文書とかもありますし、も

しくは告示文書とかを添付して出すという場合もありますので、そうなる場合は各

担当課に番号はどうなっているのと問合せを受けたり、番号は何番だっけという

問合せはありましたし、そういう意味で職員等も認識は持っていると思っていま

す。

令和元年度に担当が変わって、令和２年から新しい法規担当になりましたが、

その年度替わりのところで引継ぎというのはありましたか。

行いました。

新しい法規担当にはどのような引継ぎを行ったんですか。 例規手続のフローがあり、その中で各課に条例とかは起案してもらい、公布、告

示手続は総務課でやることになっているという話をして、町長に署名をもらって公

布するという話をしましたが、公告掲示板の前まで行って案内まではしませんで

した。

後任はＢさんですか。 そうです。

彼は法規担当を前にやっていたんですね。 総務課にいたことは承知しておりましたが、法規担当ではなかったはずです。

具体的な引継ぎ内容として、業務フローやマニュアルのようなものを渡したりとか

はあったんですか。

書類とまではいかなかったんですが、そういうフローがあるということを隣に座り、パ

ソコンをいじりながら引き継ぎました。

法規担当という仕事の中では、条例や規則の公布手続というのは重要度は高

い仕事になっているのか、それともどちらかというと形式的な、手続的なあまり重

要度が高いというものではないというところなのか、どちらですか。

重要度はもちろん高いと思っています。町長から署名をいただくということで、しっ

かり町長にも見てもらっていましたし、また、議会の議決ということで、間違えられ

ない作業ですので、重要度をもって公布手続はしていたつもりです。

町長から署名をいただく仕事というのは、その町の職員としてもそれなりに重みの

ある仕事ですか。

そうです。

異動した後に後任のＢさんからここがよく分からないというような問合せ、質問は

受けたことがありましたか。

職務全体ということであれば何度か受けた記憶はあります。

そういうときに公布手続についての問合せを受けたという記憶はありますか。 手続に限ったものであれば受けていないと思います。

今回こういう問題が発生したということは当然御存じですね。 はい。

後任のＢさんに引き継ぐ際には、文書に基づいて説明したのか、実際に動いて

説明をしたのですか。

引継ぎ資料を作成した上で、一元管理できるようにフォルダーを１か所にまとめ

ていましたので、一回目は通しておくようにという話をしながら、重要な事項、フ

ロー、ルールについて、重要なところは押さえて引き継いだつもりです。

公布に関しては期限があるということも伝えていましたか。 はい。

来る前から調整し、来たらすぐに対応することをＢさんに説明はしていましたか。 議決、告示文書で、特に条例とかは期限が明記されているので、遅れないよう

にという話はしたつもりです。

Ｂさんは令和元年度は同じ課にいたけれども、別グループだったのですか。 総務班内で同じ班内にいました。

班内だけれども、違う仕事をしていたのですか。 そうです。違う事務に当たっていました。

Ａさんは令和元年度終了後にどこに異動されたんですか。 財政課です。

異動は４月１日ですか。 そうです。

業務引継ぎについて
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引継ぎはいつやったのですか。 具体的な日にちは覚えてませんが、4月１日の内示が発表になってから徐々に

です。１日ピンポイントで決めたというわけではありません。

引継ぎは言ってみれば五月雨式にやって、１時間ぐらいずっと集中して引継ぎを

やったのではなく、何日間に分けてやったという感じですか。

実際の事務を執るときに教えながらという形でした。

法令審査の引継ぎはどのようにして行ったのですか。 法令審査については、各課から立案して決裁という形で来るという話はしました

が、その中で地方自治法の話はしておりません。

引継ぎされた人が自分で勉強するみたいな感じなんでしょうか。 そういう認識です。

引継ぎの際に、ここが掲示板だよとか、ここにこうやって画鋲で貼るんだよみたい

な、そういう現場に行っての引継ぎをしましたか。

現場には行っていません。

そうすると、公布というのはこうやるんだよということは引継ぎ項目の中に明示的

に出てきたという認識でよろしいですか。

書面で起こしたというわけではありませんが、口頭では伝えています。

例えばメモで公布のやり方を書いて、引継ぎ書の中には公布は掲示板に貼りつ

けるみたいなことが書いてあるのですか。

書いてはいません。

口頭で公布というのがあると話したということですか。 話をしたのと、フローで伝えました。

フローの中に公布はこうやると書いてあるんですね。 総務課が公布をする、告示手続をすると書いてありますが、実際にどこへ行って

どこに貼るということまでは書いていませんでした。

現実に自分の動き方として、どこに行って掲示板にこういう形で貼るとかということ

は分からないかもしれない。

そこは口頭だけでお話ししました。

発覚したときに、あのときあれだけ引継ぎをやったのにという気持ちはありました

か。つまり、言ったのに何で忘れたのかなという気持ちはありましたか。

何で忘れていたのかなとは思いました。

あれだけ言ったのにという気持ちですか。 あれだけというか、引継ぎはしたのにという思いです。

約１年半にわたって条例や規則の公布手続が抜け落ちてしまっていたということ

を聞いたときに、まずどういう感想を持たれましたか。

職員が誰も本当に気づかなかったのかなというのが疑問に思いました。

職員というのは、Ｂさんだけでなく担当の班長とか課長、町長も含めてということ

ですね。関係する人たちが１年半気がつかなかったのは何でかなという思いです

ね。

実際そうだったから、こういう事態になっているんですが。

こういう問題が生じてしまった原因はどう思っていますか。 毎日そういう作業をする中で重要度が高いという認識が低くなってしまったのかな

と感じます。町長から決裁をもらったり議会の議決を得るほうが大事だという認

識になっているので、その過程の中で認識が薄まってきたのかなと思います。

再発防止策として、こう変えていくべきというものは何かありますか。 チェックシートや、ほかの職員が共有できる仕組みというのが一番大事だと思いま

す。全部１人でやるような業務が増えてきているので、慣れとかではなくシステム

的に共有してチェックできるような仕組みがあればいいと思います。

Ｂさん以外に誰々さんだったら気づくのにとかという連想はしませんでしたか。課

長あるいは班長が何で気づかなかったのかという気持ちはありましたか。

班長、課長、町長を含め誰も気づかなかったのかなという思いはありました。

ちょっと意外というか、びっくりみたいな感じですか。 そうです。

業務引継ぎについて
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答申添付資料６

今回の場合、条例、規則は公布していませんでしたが、規程以下の例規は公

布していました。それは町長に署名を求めるという手続が必要だったものと、規

程のように必要でなかったものかで大きく分かれるのではないかと思うので、原因

は町長に署名を持っていくという作業があるかないかで今回の不備が起きたか起

きないかにつながったと、外部から推測しているのですが、その考えについてはどう

思いますか。

そこはあると思います。

どうしてそこに違いが出てしまうのか、そこに違いが生じる原因はどこか感じるところ

はありますか。

町長印、公印を押すというのは重要な行為であるという認識はありますので、そ

こで署名をもらうというのはほかの事務だとめったにないことなので、そこの認識に

ずれが出て、そちらだけやっていなかったのかなと今ふと思いました。

岩手県内の市町村でブロック会議みたいなのはありませんか。法規担当者課長

会議とか、法規担当者会議とか、いわゆる岩手県内のブロックで同じような業

務をやっている方々が集まって事例研究をしたり、法務についての会議はありま

せんか。

県内に法制執務とかの研修会があります。

もちろん大槌町からも出るわけですよね。 そうです。

出るときは担当者のあなただけですか。課長とかも一緒に出るのですか。 担当者ということであれば、基本的に私１人で出ています。

法規担当者の研修みたいなものは、例えばコロナとかで中止になってしまったとい

う可能性もあるのですか。

あると思います。令和２年度だと中止・延期はもちろんあったと思います。私も

令和２年度は、担当になった会議が流れたり、なくなったりはありました。オンライ

ン会議が浸透したのは令和３年度になってからだと思います。

過去に参加されたときには、そういう法規担当者の集まりというのはどのようなこと

をやるんですか。

段階にもよりますが、法制執務の初歩的な部分を学ぶ機会とかもありましたし、

担当者研修会ということで、法制執務の新旧対照表の作り方とか簡単なところ

で研修を行ったと思います。

そこには公布手続についても含まれているという理解でいいでしょうか。 なかったような気がします。

形式的なものとはいえ重要度が高い仕事なのに、実際には法規担当１人に任

されてしまっている部分があるということですか。

組織の体制はあるが、複数いたほうがいいと担当していたときに思いました。重

要度的に議会の議決、議会に出す書類でもあり、それを間違えると自分の責

任だけになるという怖さがありました。

担当が休みや急な体調不良で仕事ができない場合に、誰かがサポートするとい

う体制はなかったんですか。

いや、あります。私も急遽来られないというときは班長や副担当にやってもらうと

いうことはありました。

ただ、班長や副担当が実際に主担当の仕事を適宜チェックしているという体制

ではなかったということですか。

主担当が渡したものをチェックするというのがメインになっていたと思います。

担当が休みの日に対応することには、何か取決めみたいなものはあったのです

か。

事務分掌を決める上で副担当を置いていました。また、引き継いで休みをいた

だくということは徹底していました。急遽ということになれば、上司に対応してもら

い、どうしても分からないところがあれば電話連絡で対応していました。

令和元年度について、あなたが休暇を取ったときに代わりの仕事をやってもらった

ことはありましたか。

全く覚えていないです。基本的にはやはり引継ぎというよりは、その日にやらなけ

ればならないものがないようには意識していましたし、そういう場合は単純に次の

日でもいいかなというのはありましたし、議会のときとかは休まないで仕事をしてい

ました。

ということは、代わりに誰かがＡさんと同じような形で仕事をされた人はいなかった

のですか。

いなかったと思います。

班長とか課長がＡさんになり代わってその仕事をしたことはないんじゃないかと。 例規の起案だったり、あと、公布手続というのも行ったことはないと思っておりま

す。

原因分析

業務体制について
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答申添付資料６

令和２年度から総務課総務班主事法規担当ですね。 間違いありません。

法規担当の仕事は令和２年度が初めてだったんですか。 法制担当になったのは初めてです。

法制担当じゃない副担当はやったことがあったんですか。 副担当になっている可能性はあります。ただ、副担当は当然正担当と別の者が

やっていて、通例として班長がなるか、正担当ではないほかの職員がなるかなの

で、なっているかも分からないです。

実際に令和２年度までは法規担当の仕事をしたことはなかったということです

ね。

起案とかはもちろん私のところにも回ってくるので、それは見ていましたが、なかった

です。

令和元年から総務課でしたか。 はい。

その前はどんなお仕事をされていたんですか。 入庁当初は、総務課で広報をやっていました。その後、異動になって地域コミュ

ニティの担当で、その後、環境整備課へ移動して災害公営住宅の入居の手続

をやって、また総務課に戻ってきました。

災害公営住宅からもう一回総務課に戻ってきて、法規担当になられたのはいつ

ですか。

令和元年度に総務課には配属されて、元年度は広報担当で、Ａから引き継

いで２年度から法規担当になっています。

令和元年の総務課時代のときに供覧で起案を見ていましたか。 見ています。それは間違いなく見ています。

Ａさんの作った起案も見ていましたか。 見ています。それは間違いなく判こも押しています。

それを見ていたＢさんは、その書面を見てこういう手続をやっているんだなという

認識はありましたか。

そこまでの認識はなく、書類が回ってきたから判こを押して次に回すみたいに、深

く考えず、法規手続はこうなんだなみたいな思いでは書類を見ていませんでし

た。
法規担当のお仕事の内容説明をお願いします。 法規担当は令和２年度からやっていて、基本的には議会のときの条例が上

がってくるので、そのチェックを行っています。内容まで全部を見るのが難しいの

で、新旧対照表の体裁とか、様式として適正かどうかを見ています。条例以外

にも担当課から規則や要綱の起案が上がってきますので、それを見ながら、分か

るところは自分で調べて、例えば過去にどういう条例を制定しているのか、どうい

う改正の仕方をしているのかを法規担当として見ています。

当然条例や規則の公布の具体的な作業についても法規担当の職務に含まれ

ているということでよろしいですね。

含まれています。

条例、規則の公布に関する具体的な職務の流れとしては、過去にこの第三者

委員会の中でも資料として提出していただいたものがあり、そこでは例えば条例

は総務課の担当職員において公布文の起案を作成して、番号をつけた上で町

長が署名する、規則に関しては、起案は担当課でするけれど、公布文等々を

作成した上で町長が署名する、あとは規程、要綱、要領については署名はない

という話でした。説明のとおりでよろしいですか。

間違いないです。

公布手続に関しては、基本的には法規担当、すなわち令和２年度以降であ

ればＢさんが全て行っているということでよろしいですか。

間違いないです。

それは１人で行っているんですか。 １人でやっています。

総務課には、課長とか班長もいると思うんですが、この公布手続の仕事に関し

ては、班長や課長というほかの職員はどのように関わっているんですか。

作業自体に関わることはないです。決裁を回せば当然チェックはしていただけま

すし、ここは間違っているんじゃないかという御指摘はいただいています。

業務体制について

Ｂ

所属・経歴の確認

担当業務の確認
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答申添付資料６

逆に言うと、公布の手続そのものに関してはもうほぼ１人でやっていたということ

ですか。

そうです。

公布手続に限らず、主事と班長の関係、これは上司と部下という捉え方でいい

ですか。

そうです。

そうすると、あなたの仕事ぶりについては一般的に監督していると捉えていいです

か。

はい。

急にＢさんがお休みになったとか法規担当が仕事ができないという場合に、その

代わりの仕事を行うのも班長や課長ということになるんですか。

班長になると思います。令和２年度はほかにもう一人私の下にいたんですが、

新採用で右も左も分からない状態なので、恐らく私が休めば班長がその作業と

か事務をやると予想されます。

掲示板の鍵は総務課で管理ということですが、管理しているのはどなたですか。 課長の横のボックスに鍵が入っているので、公布文書が来たら、課長に一声かけ

たりかけなかったりして、鍵を取って貼り出していました。

このときに課長さんは鍵を持っていっているのは分かっていますよね。 多分鍵のことは分かっていると思います。鍵を取るか、そこの同じところに町長印

もあるので、鍵を取るか町長印を押すか、どっちかのことはしているんだろうなとい

う認識はあると思います。

課長に一声かける際に、条例や規則の町長の署名が最近ないといった話もな

かったですか。

なかったです。

副担当がＢさんが休みのときに対応をしていることがあるという話ですが、令和

２年度のときの副担当も公布について何かやってもらっていたということもないで

すか。

そのときの副担当は班長なはず。令和２年度の体制が私と班長と新採用だっ

たので、新採用を副担当にはしないはずなので、班長が副担当に入っていまし

た。特にそういうお声がけみたいなのはありません。

令和２年度の条例、規則、要綱等掲示するものはいろいろあったと思います

が、公布の掲示に関しては全てＢさんがやったのですか。

私がやりました。

Ｂさんが休みで、副担当や別の方にやってもらったとかというのもないですか。 ないはずです。基本的には私がやっていました。

総務課の班構成は少し変わりましたか。

令和元年度はＢさんは総務広報班となっていますが、その後、総務班に令和

２年度以降はなっていますが、どうなったのですか。

令和２年度から広報業務が外れました。

総務課の仕事から外れたんですか。 広報業務が令和２年度からほかの課に移っています。

そうすると、広聴的な班というのはなくなるわけですね。 そうです。総務班と名前が変わっています。

総務課の中には総務班以外に何があるんですか。 職員情報班という職員の給料や福利厚生をつかさどる班があります。あとセキュ

リティーとか情報システム関係です。

総務課は、令和２年度以降は総務班と職員情報班と２つですか。 ２つです。

班長も２人いるわけですね。 令和２年度は職員情報班の班長が不在だったので、その業務は総務班長と

課長で振り分けてやっていたはずです。

令和３年度から職員情報班は班長が配属されたのですか。 そうです。

組織的にいうと、総務課長の下に職員情報班と総務班があって、その下に主

事とかがいるんですね。

そうです。

令和元年度はＡさんが法規担当をしますが、副担当は誰ですか。 私か班長のどちらかです。

令和２年度にＢさんが法規担当になってからの副担当は誰ですか。 班長のはずです。

Ａさんの副担当は令和元年度も班長、令和２年度のＢさんの副担当も班長

ということで、班長は続けていたんですね。

令和元年度のＡのときの副担当は私か班長です。

業務体制について
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答申添付資料６

令和元年度、Ａさんの副担当がＢさんということは、Ａさんがやった条例などが

議会から送付されてから、公布してよろしいかという起案はＡさんがやったわけで

すが、それは見たことがあるわけですね。

もちろんそれはあります。

令和２年度から法規担当になったときに公布手続はどのように引き継いだので

しょうか。

引継書には明確には書かれていなかったと思います。恐らくＡからは口頭で受け

ているはずなんですが、正直そこは覚えていません。

例えば条例、規則はこういう手続を踏むとか、それに対して規程や要綱は公印

が必要という違いがあると思うんですが、そういうことが文書としては渡されていな

かったということになりますか。

引継書の中には特にそういう記述はありませんでした。日常業務でルーティンとし

てやっている業務なので、そもそも引継書に載る事項なのかどうか明確じゃなかっ

た。

引継ぎに当たって、前任のＡさんから起案についてはこういうデータがあるとか、こ

うして起案するとの説明はありましたか。

特にはなかったと思います。もしかしたら口頭で受けているのかもしれないんです

が、少なくとも私は覚えていなくて、引継書にもこの起案はここにあるとかというとこ

ろまで書いていくとキリがなくなってしまうので、そこまで残っていません。

ただ、口頭では言われているのかもしれないです。

引継ぎで町長の署名について何か説明がありましたか。 特になかったです。公布手続のところで、規則と条例は署名が必要とは口頭で

もありませんでした。私が覚えていないだけで、Ａは言ったと覚えているかもしれま

せん。

引継書には公布の手続のことは書いていなかったという話でしたが、それとは別に

マニュアルには書いてあるんですか。

マニュアルには書いています。

公布というのは、例えば条例はこうやるとか、規則はこうとかの記載があるのです

か。

あります。

ただ、それは十分に読み込んでいなかったということですか。 そうです。私が読み込んでいないです。

マニュアルは誰が作ったものかというのは分かるんですか。 震災以降は法務担当を県の方がやっていることが多かったので、県から取り寄せ

たものに町の積み上げをプラスして作ったものだと思います。。

公布ということがよく分かっていなかったということですね。 規程とか規則は来たから貼っていたということだけで、条例、規則はとなると私は

意識はしていなかったです。

公布というものは、例えば条例に関しては地方自治法とかに規定があったりし

て、町長の署名が必要とか、議決してから何日以内に公布しなければいけない

というルールがあると思いますが、それは常識的なものとして御存じだったのか、あ

るいは採用後の研修等で身につけるものなのか、どちらですか。

そういう研修はなかったような気がします。具体的な事務手続の研修はありませ

んでした。

法規担当向けの研修はそもそもなかったということですか。 町ではやっていませんが、県が主催でやっている研修があるので、それに元年度

は私は出ていて、そこでは触れたのかな。

令和元年度には参加していたのですか。 いたかもしれないです。

令和２年度以降はいかがですか。 令和元年度は私は法規担当ではないので、そこはまず出ていないはずです。令

和３年度は受けていて、令和２年度はちょっと確認させてください。受けている

かもしれません。

令和３年度はいつ頃その研修があったか。 公布手続の不備が判明してからなので、10月か12月頃だと思います。

業務体制について

業務引継ぎについて

原因分析
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答申添付資料６

Ｂさんはこういった問題が起きるまで、すなわち令和３年９月まではそもそも条

例はこういう手続が必要だとか、町長の署名が必要だとか、それから、公布という

手続があって、掲示板に貼らなければいけないんだということは認識として抜け落

ちてしまったのか、それとも常識としてある程度職員としては身につけている知識

だったのか、どちらですか。

私は抜け落ちていたと思っています。この公布手続の不備が起きるまで、公布

手続はこうだと職員全員が共有されているわけではないような気がします。公布

手続はもちろん総務の責任でやることなので、組織全体として公布手続が共有

されてはいないし、私もそこは抜け落ちていました。

規程など担当課が判こを押してくるものは、担当課でその流れとしてできているの

で、町長印を押して総務課に持っていって、総務課の私が貼るというのが担当

課のほうは把握していたので、そこは抜けなかったんですが、規則と条例で私が

起案するところがそのままそっくり抜け落ちていました。

不備があるということに気がついたきっかけは何だったんですか。 町長から「最近署名していないな」ということがあって、そもそも署名とは何だとい

うところから、法令を確認したらそうなっていたので、「これは！」となりました。

いつ頃ですか。 令和２年の９月定例会が終わったあたりです。

令和３年の９月下旬頃にそういう発言があって、それから慌てて関係する規則

などを確認したという流れですか。

そうです。令和３年の９月定例会が終わってから「最近署名していないな」と町

長から言われて、そもそも署名とはという話になって確認して、私が法規担当に

なってから署名して公布する手続が抜けていました。

そもそも職員として採用された後に、地方自治法に関する基本的な研修である

とか、あるいは職場で勉強しておいてという指示はないものなんですか。

研修等はありますが、公布手続までは触れていません。契約の流れとか支出す

るための手順とかは研修としてやっていますが、公布手続のような研修内容はな

いと思います。

町長から「最近署名していないな」と言われるまでは、何かおかしいと感じたことも

全然なかったということですか。

あまりなかったです。

課内でこういう通知が議会からありましたということで供覧はしていて、特に何も

言われなかったので、そのまま供覧だけしてその通知が終わっていたんですが、本

来であればその通知をもって私が条例の公布の起案をやるべきだったので、町

長から言われるまでは何とも思わず、「署名とは？」となってしまったと思っていま

す。

規程とか要綱とか要領というのは、公布ができているという話になっています。担

当課において文書を作成して、町長の公印をもらうところまで担当課がやるんで

すか。

基本的には担当課に町長印が配置されていますので、それを押したものが私の

ところに来て、掲示板の鍵が総務課で管理していますので、それを私が貼り出す

という流れです。

そうすると、規程、要綱、要領に関しては出来上がったものを貼り出すのが仕事

だったということですか。

そうです。

条例や規則に関しては通知が来て、条例に関しては議会からの通知が来て、

規則に関しても担当課のほうからいろいろな書面が来るかと思いますが、それを

課内で供覧をしているのですね。

しています。

供覧はしていたが、その後、貼り出すという行為まではしていなかったということで

すね。

私も今思えば何でと思うんですが、そこを結びつけられなかった。

規則も結局担当課で起案したものがこちらに上がってくるので、ただ、もちろん署

名という手続がありますので、それに私が署名する様式をつけて回してあげるべき

だったんですが、そもそも規則はその起案もただチェックだけして終わりという処理

にしてしまっていたので、そこは私が単純に結びつけられなかったと思っています。

この問題が発生した後に町長からその発言があって、まずあなたはいろいろ関係

例規を調べたんですね。

そうです。まずは班長、課長に報告しました。

原因分析
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答申添付資料６

そのとき、班長、課長はどんな話をしていましたか。 最初は、班長、課長は「ああ、そうなんだ」ぐらいだったんですが、関係例規を調

べて、効力を発生しないとなったときから、これは大きいことになるなということは認

識されていたかと思います。

班長や課長には、町長からこんな話があったんですけれどということをまず言った

んですか。

町長から「署名されていないぞ」と言われたときに班長もいたので、「それ何だ」と

いう話になり、関係例規を調べたら、効力を発生しないということがわかりました。

班長、課長も町長の署名が必要ということについて十分な認識がなかったので

すか。

恐らくなかったんだと思います。町長が言っていなかったら、恐らくそのままだったの

かなと思います。

というのも、議会からの通知自体は供覧でずっと令和２年度から回っていて、そ

こで何かこれは公布するんじゃないかみたいな一言もなかったので。

公布の手続の起案はAさんがやっていたときは、ルーティンとしてただ回っていたと

いいますか、ルーティンの中に組み込まれていたので、気づくのもまた難しかったの

かなというのは思います。

令和元年から令和２年は、班長は変わっていませんし、課長も変わっていな

い。法規担当が変わったからといって班長、課長は変わっていないわけだから、

何か前と違うくらいは気づくんじゃないかという気がするのですが、そういう話は全

然なかったんですか。

それはありませんでした。あれば逆に私は何かをしていたはずです。

ただ、今までこんなことがなかったので、本当に意識の外というか、気づくのは難し

かったのかなということ。

言い訳がましくもなってしまうのですが、

①町長秘書も産休で休んでいて、単純な１人減の状態だった

②総務課はもう一つ、職員の給料とかをつかさどる職員情報班があって、そこの

班長も不在の状態

③そのとき新型コロナの全世帯に10万円給付する事務も総務で受けることに

なってしまった

ということで、組織的にも安定していない時期だったと思っていて、その中でルー

ティンが１個抜けたのを気づくのは難しかったとは思います。

令和３年度になると、班長も課長も変わりますよね。変わった班長や課長さん

から、「あれ、公布はこれでいいんだっけ」とかという話は一回もありませんでした

か。

なかったですね。お二人が総務にいたことは恐らくないはずなので。

恐らく過去にも総務にいたことはないと認識しています。

Ｂさんの認識では、町長以外の関わっている人全てが公布という手続を十分に

理解していなかったんじゃないかということですか。

前の班長と課長の２人は恐らく認識しているとは思うんですが、多分抜け落ち

ると思っていないというか。

令和３年度のお二人に関してはどうですか。 恐らく認識されていないと思います。

どの辺にこの問題の原因があるとお感じですか。 ①１つは私が単純に業務を結びつけられなかった。規程とか要綱とかを貼り出し

ているなら規則とかも貼り出すべきだろうというのは当然まず気づくべきだったと

思っています。

②条例に関しても、引き継いだ時点でつづりをもう一回見直せば当然やってい

る手続とかも残っている、例えば条例の公布のほうとかはもう議会のつづりに条

例を公布しますという起案が残って、決裁まで下りているので、そこを令和２年

度に引き継いだときにそこまで見ずに議会対応をしてしまっていたというところで

す。

原因分析
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御自身の確認不足であるとかミスとおっしゃっていると思うんですが、例えば引継

ぎに関する部分とか、あるいは上司との関係等について何か思うところはあります

か。

議会からの通知は供覧していましたので、どこかの段階でお声がけいただければ

対応できたのかなとは思います。

ただ、人数が足りない中で２年度は回して、そのまま３年度に突入して、そうす

ると、１年間公布していなかったので、今度はそれが当たり前になってしまってい

たというところは私にもあって、今までやっていたことを私が１年間で違う当たり前

に塗り替えてしまったというところがあるので、本当に最初のところで、一言何か気

づきのアクションが組織の中であればもう少し対応が早かったかと思います。

原因としてもその辺にありそうだし、再発防止策としてもその辺の改善ということに

なりますか。

はい。

４回の定例会の後に送られてくるから、何回か見ていて、その見ていたことが自

分が令和２年度で担当になってから見ていたつづりは忘れてしまいましたか。

つづりは見ていたのですが、議会を開会させるための事務が。

議会の招集とか議会の開会手続とかですか。 そうです。書類準備も総務課でやるので、開会の準備のところまでのつづりは確

かに確認していたのですが、公布手続は文書がまず議会から来ますとその後の

供覧だけで済ませてしまっていて、そのつづりを見返すということまではしていな

かったです。

議会から送付されてきました。供覧します。これは令和元年度もやっていたし、

令和２年度以降も同じようにやっていたわけですね。

そうです。

つづりは年度ごとですか。 年度ごとです。

令和元年度の公布関係つづりみたいなのがあるんですね。 公布手続については、条例が議決された議会のつづりにつづっています。

公布してよろしいかというのはどこにつづるんですか。 その議決された議会のつづりの中にあります。

議会から送付された条例、こう議決したという連絡と、これを公布してよろしいか

という総務課が起案する文書は同じつづりになっているわけですね。

同じつづりに入ります。

それを今度は令和２年度のつづりというのをもう一個作りましたよね。 そうです。

厚さが少し違うじゃないですか。それは気づかなかったですか。 厚さは議案の本数によって変わるので、厚さがどうこうという不思議に思ったこと

はないです。

公布してよろしいかという起案文がないのは気づかなかったんですね。 文書が届いて、条例を議決しましたという文書が届いて、それを受付して、その

文書のみで私が供覧して、それで町長まで行っていたので、そこまで見返すとい

うことはしていなかったです。

職員の意識として、去年はどうやってやっていたのかもう一回見ようという意識が

あるのが一般的と思うんですけれども、それはあまり認識なかったですか。

おっしゃるとおりですが、議会が終わった後のつづりは確認していなかったです。

法規担当マニュアルというのができているみたいですね。 あります。

それは引継ぎのときに渡してもらっているんじゃないですか。 データの格納場所は言われていたのかな。

この法規担当マニュアルの中に、議会が議決したら公布するということが書いて

あるのですが、あまり言わなかったんですか。

そこまで読んでいないです。

法令、つまり条例とか規則などの法令は公布しなければ効力を発生しないという

法令の基本中の基本なんですが、このことは職員を長年やられていたＢさんとし

て知らなかったんですか。

その認識はなかったです。

原因分析

執務の実情
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答申添付資料６

公布しなければ効力が発生しないという大原則はちょっとおろそかになっていたと

いうことですか。

おろそかになっていました。

規程については担当課が規程の決裁を設けて、それで公布する紙に担当課が

判こを押して、それを総務課に持ってきて、総務課がそれを貼り出すのですか。

担当課で判こを押したものを総務課のところに持ってきてもらって、私がそれを掲

示板に貼り出します。

物理的にもらったら貼ると。決裁とか供覧というのはないわけですね。 ないです。

担当課としては規程を改正しまして、町長まで判こをもらいました。それを総務

課へ持ってくるというのは、公布してくれということで公布する文書を作って持ってく

るわけですよね。

例えば規程とかを制定してよろしいかという起案文書は総務課にも回ってきま

す。

それが最終的に町長が判こを押すわけでしょう。 押します。

まず意思決定として規程が決定するということはそれで終わるわけですね。 終わります。

そこから規程を公布しなければならない、公布するという手続の意思決定という

のはあるんですか。

規程とかはないです。

ということは、担当課は規程を制定したか、あるいは一部改正したか分からない

けれども、最終的に意思決定で町長の判こをもらいましたと。それと別に何々規

程を改正したので公布する、町長の印鑑というのもそれを持ってくるわけですね。

違いますか。

違います。制定の起案がまず回ります。後は制定する文書と押印したものをこち

らに持ってきて、こちらが貼り出します。

担当課が起案して町長まで意思決定して規程を作った。作ったら、それが担当

課としてはそこで仕事のかなり重要なことは終わりましたよね。

はい。

制定されたので、これを公布しなきゃならないということは担当課は分かっている

わけですよね。

担当課にそこまでの意識があったかわかりません。

いや、違う。だって総務課に持ってくるということは担当課が公布しなければなら

ないという意識があるから持ってくる。

そこはもちろん分かっています。

担当課の仕事として、規程を作ったという意思決定と、これを別な紙に公布とし

て町長の印鑑をもらわなければいけないので、総務課に持っていかなければなら

ないというのは分かっているわけですよね。

制定の時点でもう町長印を押して、総務課に持ってきてしまっていたので、その

公布するという意思決定の起案を担当課が作ることはなかったです。

担当課の仕事として、規程を改正したり制定したりするので判こをもらいます。そ

れで仕事は終わるんですが、公布という手続は担当課が分かった上で町長の印

鑑を持って、それを公布してくださいと総務課に持ってくるんじゃないですか。

町長印を押したものは総務課にもらいます。

それは公布してくださいということで持ってくるわけでしょう。 公布してくださいという起案みたいなのはなくて、要は制定の起案。

要綱は判こをぺたぺた貼って、町長まで入っている起案文の決裁したやつがあり

ますね。

あります。

意思決定という仕事と公布する仕事というのは担当課が明確に分けて考えて、

これは総務課に持っていって公布してもらわなければいけないんだという意識で

持ってきているのと違うんですか。

規程とか要綱とかは貼り出すものだという認識は、担当課は持っていると思いま

す。

それは掲示板に貼り出すということまで頭の中に入っているわけですよね。 入っています。

それを基に担当課から総務課へ持ってきて、「総務課、お疲れ」とか言って自分

で貼るわけですよね。

そういうことです。

執務の実情
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担当課が規程を改正したら、それを貼り出さなきゃいけないという意識があるとす

れば、逆に言うと、あなたが総務課の担当になるまでの業務の際にそういった仕

事は出くわさなかったんですか。

規程とか要綱を作るという仕事はやったことがなかったです。

規程を担当課が持ってきて、これを公布してくださいと言われて、分かりましたと

言って、それを掲示板の鍵を開けて貼るわけですよね。

はい。

そのときに規程ばかり貼っているけれども、もっと大事な条例や規則は公布してい

なくていいのかなという疑問は浮かばなかったですか。

思いませんでした。

言われたからやるみたいな感じだったんですね。 文書が来たので貼り出すという作業になってしまっていて、そこを例えば規則とか

条例に結びつけるということは私はできなかったです。

きっかけは町長の言葉で「最近署名していないな」ということがあったのですね。 はい。

それは誰に言ったのですか。 私と班長です。

班長とＢさんを呼んで、「そういえば俺最近署名していないな」と言ったのです

ね。

そうですね。

そのときにＢさんはどう思ったんですか。「ああ、そうだな」と思ったのですか。それと

も、「署名って何だ」と思ったのですか。

「そうだな」とも思っていなくて、そもそも「署名は何だ」。要は署名するという処理

自体を私が全然認識していませんでした。

分からなかった、知らなかったわけですよね。 そうです。

町長が「最近署名していないな」ということの意味が分からなかったのですね。 そうですね。議会終わりだったので。

公布するためには署名が必要だというのがそのとき頭の中になかったから、「最近

署名していないな」といったら、「何ですか、それ」ということになりますね。

そうです。

横にいた班長は去年もやっていた班長ですから、「署名していないな」と言われた

ら、「町長、それはそうだ」とそこでびっくりというか、失敗したと班長は思うはずだと

思うのですが、そのあたりはどうでしたか。

そのときは班長が変わっているので。

そうか。令和３年度に変わったから。 はい。

新しく変わった班長はどんな感じですか。 私より事態の大きさを気づくのが班長のほうが早かったとは思うので、うっすらとは

認識していたのではないかと思います。もしくは認識していなくても、公務員の一

般常識としてすぐ結びつけられたのかなと思います。

議会から条例を可決したという通知が来ますね。この文書は「別添の条例を可

決したので、公布手続をされたい」みたいなことは書いていないですか。「公布」と

いう言葉はありませんか。

そこまでは書いていないです。議会から送付される文書は、「以下の条例につい

て議決されましたので、通知します」までの認識です。

公布のことをにおわせるような表現はなかったわけですね。 通例として入っていません。

執務の実情
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令和元年から２年間総務課の総務班、令和元年は総務広聴班、令和２年

度は総務班になっているんですね。

そうです。

Ｃさんは平成30年から令和２年まで、総務班の班長をされていたことになるん

ですか。

そうですね。３年間になります。

経歴の中で、過去に総務班の法規担当の仕事をしたことはありましたか。 なかったです。

総務班の仕事自体は平成30年に初めてですか。 総務課の仕事自体は初めてになります。

それまでは主にどの辺のお仕事をされていたのですか。 震災前は３つで、情報化推進室と、税務課、保健福祉課です。

震災後は平成23年度から総務課に配属されるまでの６年間は復興局で復

興に従事していました。

復興局という特別な部署がそのときに庁内にできていたということですか。 そうですね。

総務班の班長、法規担当がどういう仕事をしているか教えてください。 基本的に条例、規則の制定や改廃及び加除に関することで、あと公告、掲示

板、告示板に掲示するという行為自体は私自身の認識では、もう大前提なの

で、条文の作成のほうが重要だという認識があります。新規制定の場合は事業

者に見ていただくんですけれども、改正の場合は入りませんので、こちらで独自に

確認しなければなりませんので、法規事務といえばちゃんとした条文に新旧対照

表とかがなっているかという部分が大事ですので、ほかの市町村と見比べたり、

場合によっては県の総務学事課に問い合わせたりしながら確認するというところ

が主な部分だったと思います。

今のお話は法規担当のお話と聞いたほうがいいのか、それとも班長さんの仕事と

して聞いたほうがいいのか。

法規担当としても主にはチェックの部分が大きいと思います。自ら制定することも

多いんですが、各課から上がってくるものの最終的な確認が起案だったら回覧で

回りますので、主に新旧対照のチェックというところが私の認識では業務としては

割合が大きいのかなと感じています。

総務班には法規担当以外に何担当がいるんですか。 町長秘書がいて、総務班長は何か本当の意味での町長秘書といいますか、町

の重要事項の特命案件とかを特化でやるという、非常に重要なポジションだと

思っています。

総務班の中に町長秘書と法規担当と生粋の総務担当というのがあるというイ

メージですか。

プラス令和元年度は広聴広報が組織再編されたので、広報がいたという形で

す。

総務班の中で公布手続の部分については基本的に法規担当が担当する仕事

という認識でよろしいでしょうか。

公布事務自体はそうなります。

公布手続に関しては法規担当が担当するとして、班長として何か仕事として意

識していることはありますか。

事務分掌として命じられているものはありませんし、私の前の担当は県職員で、

この件に関する引継ぎもなかったのですが、基本的に法規担当が起案したり決

裁用の回覧文書等の確認、チェックが班長としての役割と思っておりました。

実際に貼り出しがされているかどうかとか、町長が署名をしているかとか、押印を

しているかどうかというチェックをするということは基本的にはなかったのですか。

もともとそういうチェック体制は築かれていなかったです。また、議案関係は通常で

あれば年４回なので、数ある決裁の中で回ってくれば気づいたりはするかもしれ

ませんが、今回は起案すらされていなかったと思うので、起案されていないことま

では気づけなかったです。

Ｃ

所属・経歴の確認

担当業務の確認
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総務班の中の法規担当が公布手続はほぼ単独で行っていて、そのほかの方々

は起案なり供覧とかがあったときに、それを見るぐらいであったというイメージです

か。

基本はほかの業務も各担当が１人でやっている。共同作業でやっているという

のはほとんどないと思います。

法規担当の方の役職は主事で、主事と班長という役職の違いがあると思います

が、これは上司と部下という位置づけでよろしいですか。

上司と部下でよろしいかと思います。

総務班長の仕事は何ですか。 町長直下の特命業務と町長秘書業務と、議会対応です。議会対応は一般

質問とか、町長の行政報告とかです。あと、町長秘書の中でウエートを占めてい

るのは町長の挨拶を私が考えていました。挨拶対応と、議会対応と、各所属

長、町長からの指示を各所属長に伝え、その進捗を管理し、それを取りまとめる

という役割です。所属長とも結構やり取りがあります。

法規担当の仕事は、各課が住民や事業者と問題があったりしたときの法的な

相談を受けるのかなと思うんですが、そういう仕事は結構ありますか。

班長はあまり受けなかったです。

法規担当はありますか。 法規担当は受けていると思います。

法規担当の仕事のウエートについて、例えば各課からの法的な相談が５割と

か、あるいはいろいろな条例などの審査が３割とか、そういう感じでいうとどうなり

ますか。

法規担当も相当量の事務を持っています。法規担当も議会に関する準備がす

ごく多くて、彼自身もかなり大変だった。そもそも事務分掌内だけでも大変だった

とは思うんですが、法規担当の中でいうと、基本的に相談を受けるのと、それを

チェックする業務が大半だったんじゃないかと思います。

例えば法規担当の職員が休んだりだとか、あるいは法規担当が休養があり職務

をこなせない場合には、その代わりを班長が行うこともあるんですか。

それに限らず、そういうことになろうかと思います。

実際にこの令和元年まではＡさんが法規担当で、令和２年以降はＢさんが法

規担当なんですが、この方々が急にお休みされたとか、急用でいなくなってしまっ

て、公布手続であるとかそういった法規担当の職務を代わりに班長としてＣさん

が担当されたということはありましたか。

なかったですね。

総務班の班長としてＣさんがいて、さらに課長もいましたが、この課長さんは総

務班の仕事あるいは法規担当の仕事に何か関わることはありましたか。

課長以上が専決権を持っていますので、最終的な決裁、それ以上は副町長、

町長と行きます。あと、告示板の鍵を課長が管理しています。

総務班長になったとき、あるいはなってから、公布手続に関して何か指示とか指

導を受けるということはありましたか。

上司から指示とか指導を受けるということは基本なかったですし、担当者からも

なかった。こちらから聞くことはありますけれども。

ある程度ルーティンの仕事という感じはしていますので、そのあたりはもう法規担

当に基本的に任せていたような感じですか。

そういう状態にはなりますね。

班長という立場で、今回の公布の流れ、町長の署名が必要とかの流れは認識

されていたということですか。

前年度は回っていましたので、あるというのは分かっていましたが、深い意味で

残っていたわけではないので、気づけなかったと思います。

どういう形で決裁を経て公布まで行く、掲示板に貼り出すまでの一連の流れに

ついては把握はされていましたか。

把握はしていました。ほかの課から来ていたのは課長から鍵を借りて貼り出して

いたので、まさか自分のところがやっていないという認識がそもそもなかったという前

提がありました。

起案がBさんに変わって、「あれ、そんな起案最近見ていないな」みたいな感覚

はなかったんですか。

決裁の件数も多いですし、なかったです。回ってきたものは見ますが、回ってくる

か来ないかの発信源のところは気づけないです。

Ａさんのときは条例でこれは公布してという書面はどんな内容のものが回ってい

たかということは。

公布でよろしいかだったと思います。

担当業務の確認

業務体制について
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それがＢさんのときには、そこがすっぽり抜けている。書類が足りていないという感

じですか。

毎回記憶としてあるわけではなく、異動してきたときにどういう流れかを聞いて、そ

ういう流れだという認識を持っていたということです。

班長として法規担当に携わるのは、確認するということだけですか。 どこでどういう条例改正されているかは、そもそも上がってきて初めて分かるところ

があるので、回ってきた分しか見ていなかったというのが実情です。

町長とかから「署名最近していないね」みたいな話は班長にありませんでしたか。 私のときはなかったです。

公布手続について条例は町長の署名が必要とか、あるいは規則はこういう手続

が必要とか、そのほかに規程とか要綱とかについては教えてもらって身につけるも

のなのですか。

基本的に結構な割合で他課にいると条例、規則の改正に携わります。そのとき

にどうするかというのを総務課に聞きに行きます。本当にやり始めたのは震災後

ですが、特に研修とかで実践していったというわけではなく、ＯＪＴです。

割と公布手続に関する研修はないんですか。 特化したものはないですね。法規事務としての大きいくくりは、いわゆる町村会の

研修に法規担当は出ますが、公布事務という名前では特化した形ではないと

思います。

法規担当に新しくなった方は、こういう仕事をどうやって覚えるんでしょうか。 引継ぎと、５月ぐらいの研修で学びつつ、あとは引継ぎの中で聞きながら勉強し

ていくような形になろうかと思います。

引継ぎというのは前担当者と新しい担当者の個別のやり取りになってしまうと思

うのですが、そこに班長のような上司の方が一々入るということはないですか。

基本的には入らないです。よほどの案件じゃない限りは、そういったルーティン的な

ところは入らないですね。

法規担当者マニュアルみたいなものはあるんですか。 総務班のほうで全庁向けに年に一回通知しているはずです。法規手続をすると

きはこうしてくださいというフローとかがあって、それがマニュアル的な部分になろうか

と思います。

令和元年度までの担当のＡさんは特段問題なく処理をされていたようですし、

その令和元年から令和２年にＢさんに変わるんですが、そこで何か仕事ぶりと

か、あるいは決裁文書とか供覧文書が少し変わったとか、何か変化を感じること

はありましたか。

背景を話させていただきたいと思っています。

令和元年の班長の私とともに広聴班ということで合併してきてＢ君が広報をやっ

ていました。そして、法規担当がＡ君で、秘書業務に女性正職員の４名体

制、プラス臨時職員がいて、その島には合計で５名いました。秘書だった職員が

出産のため令和元年度に産休に入り、代替の臨時職員を入れたのですが、業

務が難しくて、その年の３月末で退職したんです。本来であれば４人体制のと

ころを３人体制で秘書の業務を私とＢ君で分けてやっていたんです。

令和２年に人事異動でＡ君が異動して、そこに当てられたのが新採用職員

だったんです。新採用職員に法規事務をやらせることができないので、Ｂ君が法

規をやって、新人教育とともに広報の仕事を付きっきりでやっていたんです。秘書

がいない中で新人が来たということだったので、非常に大変だったというのがありま

すし、加えてそこに特別定額給付金の10万円をやるようにという指示が総務班

のほうにあったんです。ほかの市町村では福祉マターでやっているんですが、うちの

福祉ができないということもあったのと、総務省から来ている通知なので総務だと

いうことだったり、あとは昔リーマンショックの頃に定額給付金を国がやったことが

あったんですが、そのときに総務課が対応したという理由で、その状況に加えて

10万円給付が来たんですよね。なので、もう非常に大変な状況でした。

原因分析

業務体制について
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給付金の代わりに、会計年度職員の女性４名を採用したんですが、やっぱり臨

時は臨時なので、産休で秘書がいない業務を私とＢ君が受けていて、新採

用、法規事務が変わって新人が来た上に給付金が来たので、かつ給付金は国

や県も市町村に順位をつけて早くやれということでしたので、もうてんやわんやだっ

たんです。なので、引継ぎもどうだったか。その中で迎えた６月定例会とかだった

ので、Ａ君にはこういう状態なので、ちょっと目をかけてくれ、一通り見てくれという

お願いはしてはいたんですけれども、私も目のかけ方とかまでは忙し過ぎて見れて

はいませんでした。

一般論として、条例とか規則とかというのは公布という手続をしなければいけない

とか、あるいは公布というのは具体的にはこういう掲示板に貼り出しをするという

のは、ある程度常識として町の職員であれば分かっていることなのか、経験によっ

ては分からない可能性もあるのか。

一応新採用職員研修では必ず出てきますが、あとは携わられなければそれきり

ですというところです。

もしかするとそういう経歴によっては十分に把握をしていないこともあり得るんじゃ

ないですか。

復興期間中はあまり研修もできなかった。人材育成が非常に課題になっている

ので、この件に限らずいろいろな問題が出てきています。もう復興が第一でしたの

で、なかなか。今震災前の職員は50人を切ったんです。そういった職員へ今後

どうしていくのかというのが課題にはなっているんです。いわゆる公務員として常識

的な部分をどれぐらい認識しているかどうかは私も含めて、携わっていないと案外

それきりで忘れてしまうと思ったりもします。

職員体制として、しかるべき経験を積んでいる方々が震災でいなくなってしまって

いる部分も背景としてはあるんじゃないかということですか。

復興期間中、延べ1,000人の派遣に来ていただいて、頼っていた部分が多かっ

たと思います。それが昨年度の３月末をもって皆さん帰任されたんです。やっぱり

抜けたところで粗が見え始めたというのは町としてあると思います。

Ｃさんは令和２年度で担当が変わっておられますので、問題が発覚した令和

３年９月のときには近くにいて耳にはしたかもしれませんが、この問題に関して

何か対応を求められたり指示があったりということはなかったということでいいです

か。

そうです。

何かポイントになりそうな原因あるいは主たる原因として思っていることはあります

か。

チェック体制という部分しかないと思います。

具体的には形式的ではあるけれども、貼り出しをされているかどうかの確認であっ

たりとか、署名や押印をきちんと履践されていたかどうかの確認というところに穴が

あったんじゃないかということですか。

実際ほかの業務も含めて全部ができるかというと難しいところではあると思うんで

すけれども、結果としてこうなった以上はやっぱりそこしかない。

再発防止に向けて考えていることはありますか。 チェック体制や、できるだけ班長職は自分の経験値が部下に対して生かせるよう

な形が取れればと思っています。

人員配置の改善ということもありますか。 あるかもしれないです。

令和２年に、Ａさんに目をかけるようにお願いしていたというのは、Ａさんが前年

法規担当で総務課にいたからということですか。

そうです。

法規の部分でＢさんの負担が大きい可能性もあるので、Ａさんにそこの部分を

見てもらうという意図だったのですか。

議会の部分がとても重要だったので、一番は引き継いだ事項全般という意味も

ありましたが、議会が近づいたときには議会関係に目をかけてくれということはお

願いしました。

あなたに法規の部分をより気にかけないとということはあったのですか。 異動がある中で、法規だけというポイントの目線は私はなかったです。

コロナ給付金の仕事は誰がやっていたんですか。 私とＢ君です。

原因分析

18/20



答申添付資料６

令和２年度はコロナ給付金の仕事とか法規担当とはちょっと想定できないよう

な仕事があって大変だったわけですね。

そうです。Ｂ君も法規担当になったばかりだったので。

あなたの前任者が県職員とおっしゃいましたね。 そうです。

県職員というのは岩手県庁から出向してＣさんの担当の班長をやられていたわ

けですか。

復興期間中は私の総務班というポジションはずっと岩手県の職員がやっていまし

た。

その方がやっていたときは、公布とか適切にやっていたわけでしょうから、Ｃさんが

担当されたときも引継ぎがあったかどうか分かりませんが、少なくとも令和元年度

はきちんとやられていたということですから、県職員がやったほうがよかったとかは全

く関係ないですね。

結局県職員がやっていたときも令和元年度もＡ君がやっていましたので、問題

なかったというところです。

総務広聴班の仕事ですね。Ａさんもやっていたんですね。 やっていました。令和元年度は２人いましたので、Ａ君とＢ君がいました。

令和２年はコロナの給付金。 給付金と、震災10年の花火です。この年、震災10年だったんです。前の年は

130周年に当たって、次の年が震災10周年という私の引きの強さもあるんです

けれども。

令和３年度は何かあったんですか。 令和３年度に新採用の職員がいなくなったのは、広報が震災伝承推進班とい

うところに移管されて、これで１人減になって元の３人に戻った。

令和元年、２年、３年で総務班の仕事は一番多かったのは、残業したりなん

かが多かったのはいつなんですか。

一番きつかったのは令和２年度の特別定額給付金だと思います。

Ｂさんの仕事ぶりの関係もあるかもしれませんが、コロナ給付金の仕事が法規あ

るいは総務班に来たので、仕事の掘り起こしとか確認作業に目が薄くなってし

まったという感じですか。

Ｂ君は、広報の引継ぎを新人の教育をしながら付きっきり、毎月広報が出るの

で、毎月目をかけてあげなければいけないわけです。自分は法規担当としてＡ

君から引継ぎを受けているので、法規担当以外の業務に本来の業務がある中

で給付金が来たんです。町長の秘書がいないので、秘書の業務を主に私が受

けましたが、Ｂ君も随行したりしていたので、残業も100時間を超えていたのと

思うのでプレッシャーも大きかったです。

令和元年度は公布事務を適切にやっていたが、令和２年度が引継ぎとかが

あったり、あるいはほかの仕事が大変だったりいろいろありますが、いずれにしろ担

当者を直属の上司として見られていたのはＣさんなわけですね。

そうですね。

上司が気づかなくてどうするんだみたいな批判があった場合にどう答えますか。 私が気づけなかったということと、言い訳になりますが、多忙を極めていて、班長と

いうポジションで管理をしなければならないのですが、班員より、全庁的にも相当

多い業務量でプレーヤーとしての部分が大きく、この状況で管理までというのは

私の能力ではできなかったということです。

Ｃさんとしては、この問題は何が問題だと思いましたか。 公布事務ですから、本当に基本中の基本の部分なので、そこはやっぱり……

条例や規則は公布しないと効力が発生しないという認識は当たり前のことで、

誰でも知っているという認識なんですか。

知ってはいましたし、もちろんそういう認識を持ってやっているものだと思っていまし

た。貼るという行為は大前提であって、全部が全部貼っていなかったわけではな

かったので気づけなかった。課長と私が気づけなかったのはそこというところはある

んですが、あと、年４回の議会の部分、何回か臨時会もあったりするんですけれ

ども、そこで上がってきたか上がってこないかという認識が持てていなかったので、こ

うなっているんだと思います。

原因分析
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１人で黙々と仕事をするわけじゃなくて、「今日は公布しなきゃならない」とか「町

長のところに署名をもらいに行きます」とか「掲示板に行ってきます」とか、そういう

言い方というのは職員、総務課の課員の間で言ったりするんですか。

班内のコミュニケーションという意味では、仲のよさも含めて非常にいい状態で

す。「貼ってくるよ」とかというのは、わざわざ班内ではそういう会話はなかったと思

うのですが、課長が鍵を管理しているので、課長には必ず貼ってきますということ

で鍵を借りに行っていたと思います。

Ｃさんは班長で、町長に一番近い立場にいるわけですけれども、そのときに町長

に例えばＡさんが署名をもらいに行きますよね。次のＢさんは署名をもらいに

行っていないわけですよね。その辺の違いは分からなかったですか。

議会から来るというのは分かっているんですが、全体で埋もれてしまうといいます

か、認識はなかったです。

一般的に分かっていると思っていた部分もあったので、詳しいチェック体制までは

取っていなかったし、全部貼っていなければ気づけたんだけれども、要綱とかだけ

は貼られているものだから、それで気づけなかったというところが後悔というか反省

というか、そういうところですね。署名の話がもうちょっと早く出てくるとまた違ったか

なというところですね。

何度思い返しても、そこだけに認識が回っていないと思います。

今回のことで問題は強く認識されたと思うのですが、形式的なところですけれど

も、ここが非常に大きい意味合いがありますので、このチェック体制は作っていか

ざるを得ないんじゃないかなという気がしています。

本当に御迷惑をおかけしまして、本当に申し訳ございません。すみません、ありが

とうございました。

原因分析
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